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江府町の人口

（11月30日現在）

世帯数12引世帯
人　口　朝日人
前月比　6
（男）　　7
（女）　－1
出　生　　8

（男）　　6
（女）　　2
転　入　12
（男）　　5
（女）　　7
転　出　13
（男）　　4
（女）　　9
死　亡　　1

（男）　　0

（女）　　1

l

シ
ー
ズ
ン
を
前
に

す
す
き
の
刈
り
払
い

積
雪
の
時
期
を
迎
え
て
奥
大
山
ス
キ

ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
整
備
の
た
め
す
す
き

の
刈
払
い
作
業
が
、
十
一
月
十
四
日
、

十
六
日
の
二
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
お
よ
ぶ
草
原

の
刈
り
払
い
作
業
は
、
御
机
地
区
か
ら

四
十
人
が
参
加
し
、
草
刈
り
機
を
使
用

し
て
も
ま
る
二
目
か
か
り
、
な
か
な
か

壮
大
で
江
府
町
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
晩
秋
の
風
物
詩
で
も
あ
り
ま
す
。

リ
フ
ト
の
取
り
つ
け
も
終
り
、
ス
キ

ー
場
の
整
備
も
万
端
と
と
の
い
ま
し
た
。

四
季
折
々
に
彩
り
を
か
え
る
奥
大
山
の

自
然
は
、
や
が
て
白
一
色
に
姿
を
か
え

三
月
の
雪
ど
け
ま
で
カ
ラ
フ
ル
を
ス
キ

ー
ウ
ェ
ア
ー
の
若
者
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里

構
想
ま
と
ま
る

億などをペースに豊かな自然条件を生かした地場

産業の振興を基調としたもので、10年後の江府町
を目指しています。

キヤ、ソチフレーズも急激な社会環境の変化のな

かで国際的な視野にたって、気候・風土の似通っ

たオーストリアチロル地方のイメージから「奥大
山チロルの里」とつけられました。

嘩

5工府町では鳥取県の提唱している「ジゲおこし」

事業に呼応し地域活性化ピジョン「奥大山チロル

の里」構想をまとめました。これは通産省が100万

加以上の発電所をもつ市町村を対象に行なってい

る電源地域産業育成支援事業の一環として実施し

ている「地域活性化ビジョン作成事業」（昭和61年

度分全国30ヶ所）を導入して策定したものです。

中国横断自動車道の開通や俣野川ダム湖周辺整

8
日
木

9
日
惚

長

日

誌

＊
1
0
　
月

中
国
電
力
㈱
副
社
長
来

庁

1
3
日
㈹
　
西
部
広
域
正
副
管
理
者

会
、
県
ス
キ
ー
連
盟
代

表
・
俣
野
大
区
役
員
来

庁

県
町
村
会
総
会
、
教
育
　
　
1
4
日
㈱

委
員
辞
令
交
付

在
　
勤
、
御
机
地
区
役

員
、
農
林
省
農
政
部
長

来
庁
少
年
剣
道
練
成
大
会

結
婚
式
出
席

日
野
地
方
農
林
振
興
協

議
会
委
員
会
、
池
の
内

地
区
役
員
・
中
国
へ
き

地
教
育
研
究
会
会
長
来

庁西
部
戸
籍
協
議
会
開
講

式東
京
出
張

（
町
長
法
務
大
臣
表
彰
）

中
国
へ
き
地
教
育
研
究

会
、
俣
野
川
発
電
所
二

号
機
運
転
開
始

中
国
へ
き
地
教
育
研
究

会
、
農
林
省
大
山
山
ろ

く
開
拓
事
務
所
長
、
次

長
来
庁

在
　
勤

解
放
同
盟
団
結
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

西
部
町
村
会
、
保
育
園

現
地
協
議
、
日
　
農
林

振
興
局
耕
地
課
長
補
佐

1
5
日
㈱

1
6
日
働

1
7
日
出

1
8
日
㈲

1
9
日
㈲

2
2
日
㈱

2
7
日
㈹

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
配

備
式
、
名
和
町
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
落
成
式
、
日
野
農
林

振
興
局
据
興
課
長
来
庁

大
分
県
出
張
　
（
日
野

町
江
府
町
日
南
町
衛
生

施
設
組
合
視
察
研
修
）

在
　
勤

町
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

福
島
県
出
張

（
全
国
自
然
休
養
村
現

地
研
究
会
）

東
京
出
張

（
ま
ち
と
む
ら
の
交
流

大
会
、
発
電
関
係
市
町

村
全
国
協
議
会
、
大
蔵

省
陳
情
）

2
8
日
㈱
　
災
害
検
討
会
議
、
御
机
・

笠
良
原
水
道
協
議
、
米

金
井
手
理
事
・
農
林
省

大
山
山
ろ
く
開
拓
事
務

所
長
・
次
長
来
庁
、
町

内
弔
問

2
9
日
㈹
　
中
国
電
力
㈱
交
通
防
犯

協
力
会
解
散
式
、
御
机

笠
良
原
水
道
協
議
、
町

理
髪
業
組
合
役
員
・
日

野
農
林
振
興
局
林
業
課

Soumu
四角形
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＊
自
然
に
活
き
る

昭和62年12月5日発行

江
府
町
長
井
上
健
治

報町府江

農
業
構
造
改
善
事
業
と
い
う
と
、

そ
の
発
足
に
当
た
り
、
地
域
類
型

や
経
営
類
型
の
上
で
展
示
的
を
拠

点
と
し
て
か
、
試
作
先
行
と
し
て

か
、
わ
が
町
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区

の
指
定
と
計
画
認
定
を
受
け
た
、

あ
の
当
時
の
感
動
を
今
で
も
思
い

起
こ
す
の
で
あ
る
。

そ
の
地
区
指
定
は
昭
和
三
十
六
年

度
で
あ
り
、
全
国
で
九
十
一
地
区
、

計
画
認
定
は
昭
和
二
十
七
年
度
で
あ

り
全
国
で
七
十
六
地
区
で
あ
っ
た
。

こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
各
々
の

基
幹
作
目
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
当

然
の
こ
と
を
が
ら
米
が
主
で
あ
り

果
樹
で
は
み
か
ん
が
多
く
十
六
地

区
、
畜
産
で
は
乳
牛
、
豚
、
鶏
を

ど
経
営
規
模
の
拡
大
と
主
産
地
形

成
を
め
ざ
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
肉
牛
は
、
六
地
区
で
、
米

や
養
蚕
と
の
複
合
型
三
地
区
、
肥

育
方
式
一
地
区
、
繁
殖
経
営
の
肉

午
単
一
作
目
は
二
地
区
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
中
国
山
地
の
し
か
も
県
境

の
峠
を
越
え
て
背
中
合
せ
の
隣
り

組
の
二
地
区
で
あ
っ
た
。
即
ち
鳥

取
県
の
わ
が
江
府
町
と
、
い
ま
一

つ
は
岡
山
県
真
庭
郡
新
庄
村
で
あ

る
。
両
町
村
は
山
国
の
宿
命
を
負

う
た
林
野
率
も
八
十
五
～
九
十
一

律
の
土
地
柄
で
、
標
高
二
〇
〇
㍍

か
ら
一
〇
〇
〇
㍍
に
及
ぶ
自
然
条

件
が
期
せ
ず
し
て
両
地
区
の
作
目

を
肉
牛
と
決
め
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
自
然
休
養
村
整
備
事
業
で

あ
る
町
農
業
構
造
改
善
施
策
の
一

環
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
に
発
足

し
、
緑
の
村
事
業
、
自
然
活
用
型

事
業
と
続
い
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
構
造
改
善
施
策
の
一
環
と
し

て
の
自
然
休
養
村
事
業
は
、
ま
ず

は
農
山
漁
村
自
ら
の
特
性
を
活
か
す

と
こ
ろ
か
ら
着
実
を
旨
と
し
て
進

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て

農
業
事
情
と
不
離
同
体
を
を
し
、

現
代
の
経
済
社
会
と
国
民
生
活
の

希
求
に
応
え
る
老
舗
の
責
任
を
果

た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
パ
イ
ロ
ッ
ト
肉
牛
隣

り
組
の
二
町
村
に
は
、
中
国
電
力

株
式
会
社
の
揚
水
式
発
電
所
が
昨

年
十
月
建
設
さ
れ
、
湛
水
ダ
ム
下

地
及
び
地
下
発
電
所
は
江
府
町
、

上
池
ダ
ム
は
新
庄
村
に
完
成
。
落

差
五
〇
〇
㍍
、
出
力
一
二
〇
万
嵩

で
両
地
区
は
結
ば
れ
、
国
内
最
大

級
の
水
力
発
電
施
設
と
、
山
岳
高

原
の
自
然
の
中
に
湖
と
牧
野
が
点

在
す
る
観
光
ル
ー
ト
を
形
成
し
て

い
る
。
こ
れ
も
放
牧
肉
牛
の
作
目

し
か
な
い
山
国
の
、
岩
走
る
渓
流

と
近
代
科
学
の
合
作
に
成
る
主
産

地
形
成
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
パ
イ

ロ
ッ
ト
隣
り
組
の
自
然
は
活
き
て

い
る
。こ
れ
は
、
全
国
農
業
構
造
改

善
協
会
の
機
関
誌
「
農
業
構
造

改
善
」
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た

全
国
自
然
休
養
村
協
議
会
会
長

井
上
町
長
の
随
想
を
紹
介
し
た

も
の
で
す
。

j賢二

3
0
日
働

長
来
庁

下
蚊
屋
大
根
組
合
収
穫

祭
、
市
町
村
管
理
者
研

7
日
t
L

8
日
［
H

9
日
日
＝

1
0
日
㈹

日
日
・
十

13
日
働

日
日
い

1
5
日
㈱

＊
日
　
月

農
協
青
年
部
収
穫
祭
、

町
P
T
A
バ
レ
ー
大
会

西
ノ
島
町
制
三
十
周
年

記
念
式

在
　
勤
、
中
国
電
力
㈱

鳥
取
支
店
長
・
大
河
原

地
区
役
員
・
青
年
団
役

員
来
庁

町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会中
山
町
町
制
三
十
周
年

記
念
式
、
県
町
村
会
事

務
局
職
員
・
中
国
電
力

㈱
役
員
来
庁

助
沢
神
社
橋
渡
り
初
め

式町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会日
野
地
方
農
林
振
興
協

議
会
会
長
会
議

町
慰
霊
祭
、
西
部
町
村

会東
京
出
張

（
治
山
林
道
促
進
大
会
、

日
本
林
道
協
会
総
会
）

南
山
会

観
光
部
会

1
6
日
㈲

1
7
日
㈹

2
0
日
働

2
7
日
働

2
8
日
㈹

在
　
勤
、
中
国
電
力
㈱

次
長
・
池
の
内
地
区
役

員
来
庁

在
　
勤
、
大
山
山
ろ
く

開
拓
事
務
所
長
・
西
成

地
区
役
員
来
庁

東
京
出
張

（
全
国
道
路
利
用
者
会

議
理
事
会
及
び
陳
情
、

民
生
委
員
会
研
修
）

神
奈
川
財
産
区
会

第
二
十
六
回
新
町
一
丁

目
そ
業
品
評
会

東
京
出
張

（
全
国
過
疎
地
域
振
興

連
盟
総
会
、
全
国
町
村

長
大
会
、
全
国
山
村
振

興
連
盟
臨
時
総
会
、
森

林
組
合
研
修
）

在
　
勤
、
溝
口
地
区
交

通
安
全
協
会
表
彰
式
、

西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
正
副
管
理
者
会
議

N
H
K
6
3
0
江
府
ふ
れ
あ

い
広
場

鳥
取
県
道
路
整
備
促
進

総
決
起
大
会
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四角形
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農
林
業
に
お
け
る

課
題
と
ビ
ジ
ョ
ン

町　　報江　　府第212号

本
町
で
は
米
を
基
幹
作
物
と
し
な

か
ら
、
高
冷
地
野
菜
の
夏
大
根
を
中

心
に
ホ
ー
レ
ン
草
・
ネ
ギ
・
ワ
サ
ビ
・

し
い
た
け
等
を
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、

近
年
夏
大
根
に
つ
い
て
は
連
作
障
害

が
顕
著
と
な
り
、
品
質
の
低
下
、
生
産

量
の
低
下
を
き
た
し
、
生
産
農
家
に

と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
伝
統
的
な
困
伯
午
の
育
成
は
子
牛

の
価
格
の
低
迷
に
あ
え
ぎ
、
放
牧
に
よ
る

省
力
飼
育
技
術
の
確
立
が
急
が
れ
ま
す
1

こ
う
⊥
た
現
状
を
ふ
ま
え
て
観
光

と
ド
ッ
キ
ン
グ
で
き
る
足
腰
の
強
い

農
業
を
展
開
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と

お
り
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
中
核
農
家
の
育
成

基
盤
整
備
事
業
等
を
積
極
的
に
推

進
し
、
生
産
性
の
向
上
と
コ
ス
ト
の

低
減
を
は
か
り
な
が
ら
、
中
核
農
家

へ
の
農
地
の
集
積
を
促
進
す
る
た
め
、

農
地
の
貸
し
借
り
に
加
え
、
農
作
業

の
受
委
託
も
推
進
す
る
。

②
農
葉
ゾ
ー
ン
の
設
定
（
別
表
）

農
産
物
の
作
付
計
画
を
標
高
に
よ
り

低
産
地
（
一
五
〇
～
三
〇
〇
m
）

中
産
地
（
三
〇
〇
～
五
〇
〇
m
）

高
産
地
（
五
〇
〇
m
以
上
）

の
三
ゾ
ー
ン
に
分
け
、
そ
の
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
作
物
を
走
着
さ
せ
る
。

③
林
業
の
振
興

Ⅲ
林
道
整
備
と
作
業
道
の
建
設

似
椎
茸
生
産
と
も
ぎ
と
り
園

㈲
わ
さ
び
栽
培
と
加
工
販
売

㈱
間
伐
材
の
商
品
化
と
販
売

㈲
丸
太
材
の
生
産
販
売

▲高冷地に広がる大根畑

このピジョン作成のためにお世話になった方々

◆検討会●委員長鳥取大学教授道上正規●委員県企

画部長山根康雄●同衛生環境部長堺宣通●同農林水

産部長北浦　勉●同土木部長石男光照●同商工労働

部長三木　公●農協組合長影山一一一・亮●森林組合専務

宮本知衛●商工会長白石秀之●農業後継者伊達敢行

堀田典子●国民休暇村支配人伊達信夫●日ノ丸自

動車米子支店長高木　勇●日本交通公社米子支店長

前田牌典●西日本建設コンサルタント村岡鹿次●議

会議長浜本　博●町長井上健治

◆幹事会●県地方課長横地　繁●同企画課長清水降

博●同自然保護課長西村善博●同通商観光課長大谷

勝己●同企業立地課長福島猛夫●同農政課長加賀‖

隆●同農地経済課長居吹直文●同農業改良課長西

向幸雄●同農蚕園芸課長川口嘉美●同畜産課長　け

松久夫●同耕地課長河本義永●同農村整備課長嶋川

誠●同林務課長岡村哲而●同造林課長森脇源八郎

●同道路課長田中宏明●同都市計画課長矢野信也●

助役森谷博昭

◆調査員●県企画員前田八寿彦●損担≡li者馬r侶・

●日野地方農林振興局企画主幹吉m幸三●H野農業

改良普及員中村修●農協職員　筒井章年　－t二軒一幸

長尾　保●森林組合職員森田　稔●商工全職員入江

正太郎●同観光部岡本昭・－●助役森谷博昭●役場藤

原　要　河上英明　藤原昭仁　末次稚推　森1［辛

竹内敏郎　矢F憤二　本高車久　宮本直琴　剛日

経成●同嘱託岡田良一●丙円本建設コンサルタント村

岡鹿次
◆特別調査員●清水千城●浜本伸介●宮本浅男●川

卜和人●木IU洋志●■一二輪　膠●末次富二大●末次照

夫（敬称略）

㈲
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
．
リ

エ

ー

シ

ョ

ン
施
設
の
建
設

の
広
葉
樹
植
林
の
推
進

㈲
林
間
作
物
の
栽
培
（
薬
草
）

㈱
花
木
栽
培
と
販
売

⑥
水
産
町
内
を
流
れ
る
豊
富
な
水
資
源
を

利
用
し
た
渓
流
魚
の
振
且
ハ

川
養
殖
技
術
の
導
入
と
施
設
整
備

㈲
釣
り
堀
経
営

㈲
調
理
・
加
工
・
販
売
の
諸
事
業

を
展
開
す
る
。

ゾ　 ー　 ン 計　　　　　　　 画

高　 産　 地

●夏大根の生産指定地 を保持 しながら

ブロッコリーを伸ばしてゆ く

8 年後の作付

大 根　　 30んα

（500m 以上） ブロッコリー 60たα

その他　　　 帥α

●観光農園

中　 産　 地

●水田農業確立対策による作目の速達

8 年後の作付

ネ　 ギ　 50加

大　 豆　 5九α

その他　 3加

●ハウス利用型作付計画

ホウレン草

トマ ト

（300～500m ） メロン

カイワレ大根

クレソン

イチゴ

果　 樹

●観光農園　　 掘り取 り囲

●観光果樹園　 栗 ・リンゴ

低 産 地

（150～300m ）

●農地の利用増進（貸借等）と集積

8 年後の作付

ネ　 ギ　 5加

●ハウス利用型作付計画

中産地 ゾー ンと同じ

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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観光におl：烙

課題と
巴指ン

国
民
宿
舎
、
国
民
休
暇
村
を
中
心

施
設
と
し
自
然
休
養
村
事
業
、
都
市

と
村
の
交
流
事
業
　
（
神
戸
市
）
、
姉
妹

町
と
の
交
流
事
業
　
（
西
ノ
島
町
）
　
を

導
入
し
観
光
開
発
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
が
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
完
成
し

た
俣
野
川
ダ
ム
湖
周
辺
が
新
し
い
観

光
資
源
と
し
て
期
待
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
と
、
俣
野
川
発
電
所
の

建
設
工
事
が
一
段
落
し
労
働
者
が
町
を

去
っ
た
現
在
商
工
関
係
者
、
旅
館
等

の
先
行
不
安
感
も
大
き
い
と
こ
ろ
か

ら
、
民
間
活
力
の
導
入
と
育
成
を
基

調
と
し
た
観
光
開
発
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
（
別
表
）

又
、
観
光
地
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
特
産
品
土
産
品
に
つ
い
て
も
山

菜
加
工
品
・
木
工
加
工
品
等
を
は
じ

め
従
来
か
ら
地
域
で
重
宝
が
ら
れ
て

き
た
食
品
の
商
品
化
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

「奥大山チロルの里」

“自然が詩う里づくり〝

ゾ ー ン名 整　　 備　　 計　　 画 イ　 ベ　 ン　 ト　 計　 画　 等

大 山 環 状 ●サ イ ン 系 統 の 整 備 ● 新 し い商 品 （特 産 品 ・土 産 品 ）の 開 発 と販 売

道 路 ゾ ー ン ●駐 車 場 ・公 衆 便 所 等 の 便 益 施 設 の 整 備 ● ス キ ー シ ー ズ ン に お け る オ ー ス ト リア ス キ ー カ ー エ バ

●豊 か な 水 を 利 用 し た ウ ォー ター ベ ル ト計 画 ル の 開 催 と 観 光 入 り込 み 客 の 確 保

●山 岳 地 を 利 用 した 自 然 博 物 館 の 整 備

●間 伐 材 利 用 の バ ン ガ ロ ー 村 等 の 整 備

●甘 酒 茶 屋 等 現 況 施 設 の リ フ レ ッ シ ュ 計 画

●農 産 物 直 売 ル ー トの 確 立 と充 実

●将 山 へ の 遊 歩 道 、 展 望 台 の 整 備

●既 存 民 宿 等 の i舌性 化

●笛 吹 山 へ の 遊 歩 道 ・展 望 台 の 整 備

●森 林 浴 コ ー ス の 整 備 ●哲 学 の 道 整 備

●奥 大 山 パ ノ ラマ ツ ア ー

青 少 年 レ ク ● オ ー トキ ャ ンプ 場 の 設 置 ●高 原 コ ンサ ー ト、 野 外 音 楽 祭 の 企 画

リ エ － シ ヨ ● オ リエ ン テ ー リ ン グ な どの コー ス 設 置 ●ア ル ペ ン ホ ル ン i貴幸 合
ン ゾ ー ン ●バ ー ドウ ォ ッ チ ン グ 施 設 の 整 備

江 尾 駅 周 辺 ●江 府 町の 表 玄 関 としての 景 観 づ くり（コミュニティ道 路 等 ） ●商 工 会 ・旅 館 に よ る イベ ン ト と メ ニ ュ ー 、 ネ ー ミ ン グ

文 化 ゾ ー ン ●歴 史 民 俗 資 料 館 及 び そ の 周 辺 整 備 の 系 統 化

●観 光 案 内 所 、 駐 車 場 、 レ ス トラ ン、 サ イ ン施 設 、 ●オ ー ス ト リア 、 神 戸 等 と の 文 化 交 流 企 画

便 益 施 設 の 整 備 ●近 代 的 な 既 設 体 育 施 設 を 利 用 し た 各 種 ス ポ ー ツ大 会 や

●花 や 水 施 設 に よ る駅 前 の イ メ ー ジ ア ップ 社 会 人 大 学 に 開 放 した 合 宿 の 受 入 れ

●駅 舎■の 多 機 能 整 備 ●隣 町 村 との タ イ ア ップ を 目的 と した 組 織 づ く り

●傾 斜 を 生 か し て の 町 並 整 備 ● チ ロル 地 方 の 都 市 との 姉 妹 縁 組

● ス ポ ー ツ と文 化 拠 点 の 整 備 （音 楽 ホ ー ル 、図 書 館 、

美 術 館 ）

●特 急 電 車 の 臨 時 季 節 江 尾 駅 停 車

俣 野 川 ダ ム ●大 規 模 駐 車 場 ●俣 野 川 揚 水 発 電 所 及 び ‾F 池 ダ ム 周 辺 の 見 学 コ ー ス の 設

周 辺 ス ポ ー ●芝 生 広 場 、 野 外 コ ンサ ー ト場 、 子 供 の 広 場 等 を 中 jE
ツ レ ク リエ 心 と した 公 園 施 設

ー シ ョ ン ゾ ●町 内 、 サ ー ジ タ ン ク 展 望 、 周 遊 パ ス の 運 転

－ ン ●サ ー ジ タ ン ク周 辺 の 展 望 台 整 備

●毛 無 山 、 白 馬 山 へ の 自 然 遊 歩 道 整 備

●新 庄 村 へ 通 じる 林 道 整 備

●湖 岸 道 路 の 花 風 化

●高 谷 渓 谷 の 整 備

自 然 及 び 地 ●熊 野 神 社 か ら か ま こ し き演 谷 を経 て 明 神 の 桜 へ 至 ●国 際 交 流 フ ェ ア ー

域 社 会 探 求 る 自然 遊 歩 道 の 整 備 ●朝 市 の 開 設

ゾ ー ン ● か ま こ し き渓 谷 の 整 備 と保 護

● サ イ ン系 統 や 便 益 施 設 の 整 備

● 三 平 台 付 近 の 果 樹 園 整 備

●笠 良 原 東 山 瓜 莱 沢 の 観 光 牧 場 整 備

約 手 山 羊 和 牛 な ど

● 高 原 観 光 農 園 の 整 備
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－‾チdル高原農場
、三平台

弓亡．、、　∴■、

禁裟賢一
■

－．＿・．．

1．川yム

イ凡へ＼ン）理

キャラクターマーク
（主に観光面に使用）

興味や魅力を感じる町づくりを

日野尾佐保さん（武庫　22歳）

私は京都の専門学校を卒業後、地

元の農協に勤務しています。江府町

に帰って来て、率直に感じたことは、

若い同世代の人が少なく、古い慣習

やしきたりに縛られて、暮しにくく

思い、帰ってきたことに後悔さえし

ました。

この町に何を望み、どのようにす

れば暮らしやすくなるのかと問われ

たら？　私が考えるには、町民皆が

この町に興味や魅力を感じる町づく

りだと思います。型式はった研修や

文章ではなく、一人一人が自分の目

で見て、肌で感じ行動するように町

が積極的にとりくんでいってほしい

ものです。若い人がこの町に残り暮

らしていけるように働く場所を増や

したり、働く女性が多い中でそれに

伴う施設の配慮が望まれます。その

ためには私たち若い人がしっかりし

た目を持ち、そして次の時代に生ま

れてくる子供たちが、この江府町に

誇りをもち暮らしていけるようにし

たいものです。

Soumu
楕円
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奥大山チロルの里構想図

奥大山チロルの里構想をイラストで紹介します。本町をとりまく1，000

メートル級の嘩々の開発に熱い期待がかけられているのがわかります。

また、中国横断自動車道の開通で江府インターチェンジ周辺が新しい

江府町の玄関口として変貌を遂げるようすも描かれています。
＿　　／

至　大l

r■一一一一一

〆一一一一′■
・一一一‾‾　　　　　　　＿一′

一丁ノ■‾大
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商
工
業
対
策
に
つ
い
て

◆
工
業
　
本
町
の
工
業
は
大
型
の
も

の
は
な
く
砕
石
業
、
レ
ミ
コ
ン
、
ブ

ロ
ッ
ク
工
場
、
建
設
業
、
縫
製
工
場

等
の
中
小
企
業
で
あ
る
。
従
業
者
数

四
人
以
上
の
事
業
所
数
は
昭
和
五
十

四
年
の
十
五
ヶ
所
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
、
昭
和
六
十
年
現
在
十
一
ヶ
所
で

あ
る
。
基
本
構
想
と
し
て
は
回
県
町
の
制

度
資
金
を
強
化
し
既
存
企
業
の
健
全

化
を
図
り
な
が
ら
、
優
良
企
業
の
誘

致
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
国
横
断
道
の
開
通
・
豊
富
な
水
・

電
力
・
道
路
・
労
働
力
、
な
ど
企
業

進
出
の
直
接
諸
条
件
は
ほ
ほ
満
足
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
地
元
受
入
体
制

と
し
て

1
工
業
用
地
の
確
保

2
上
水
道
工
業
用
水
の
確
保

3
従
業
員
住
宅
及
び
住
宅
用
地
の
確

保
4
企
業
に
対
す
る
優
遇
措
置
　
（
税
制

等
）
　
の
整
備
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
◆
商
業
　
町
内
消
費
の
拡
大
を
図
り

な
が
ら
、
消
費
者
の
立
ち
寄
り
や
す

江

鳥取県西部地域において画期的な産業の振興と住民生活の領域の
拡大をもたらすことが期待される中国横断自動車道（写真は江府
インターチェンジ完成予想図）

い
商
業
エ
リ
ア
の
整
備
を

し
、
新
し
い
拠
点
と
し
て

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

対
応
し
た
、
国
道
県
道
沿

い
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
ス

ト
ア
を
整
備
す
る
計
画
で

す
。
◆
そ
の
他
　
過
疎
化
の
進

行
す
る
な
か
で
町
の
中
心

部
に
お
い
て
は
逆
に
人
口

の
増
加
が
目
立
ち
、
更
に

核
家
族
化
も
手
伝
っ
て
住

宅
及
び
宅
地
の
恒
常
的
な

不
足
を
ロ
モ
し
て
い
る
現
状

も
考
え
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
の

推
進
に
も
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
用
地
対
策
と
し
て

七
地
開
発
公
社
の
設
立
を

急
ぐ
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

あなたの集落の

括・任・化
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
　
「
奥
大
山
チ
ロ
ル
の

里
」
構
想
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
行
政
サ
イ

ド
で
の
取
組
み
の
ほ
か
、
町
民
一
人
一
人
が
各

集
落
単
位
に
結
集
し
自
分
達
の
足
元
を
み
つ
め

な
お
し
集
落
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
試
み

が
大
切
と
な
り
ま
す
。

集
落
単
位
の
計
画
立
案
を
策
定
す
る
た
め
、

ミ
ニ
協
議
会
な
ど
の
推
進
組
織
の
サ
ン
プ
ル
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
集
落
の
活
性
化
こ
そ
が
町

の
活
性
化
の
基
本
で
す
。
今
後
の
取
り
組
み
の

参
考
に
し
て
F
さ
い
。

（
集
落
行
動
計
画
体
系
図
）
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江
府
町
の
夢
づ
く
り

鳥
取
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科

教
授
　
道
上
　
正
規

報町府江

河
川
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
た

め
、
全
国
を
行
脚
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
て
き
た
が
、
鳥
取
県
だ
け
は
訪
れ

る
機
会
が
な
か
っ
た
。
十
年
前
、
俣

野
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
影
響
評
価

に
際
し
て
、
井
上
町
長
と
お
合
い
し
、

不
思
議
に
も
そ
の
半
年
後
鳥
取
大
学

で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。

京
都
か
ら
鳥
取
へ
赴
任
す
る
と
き
は
、

一
抹
の
淋
し
さ
が
胸
中
を
か
す
め
た

が
、
そ
れ
を
勇
気
づ
け
て
い
た
だ
い

た
の
も
町
長
さ
ん
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
江
府
町
に
つ
い

て
は
非
常
な
関
心
を
払
っ
て
き
た
が
、

俣
野
ダ
ム
の
建
設
、
江
府
町
を
流
れ

る
河
川
の
改
修
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
江
府
町
の
話
題
が
新
開
紙
上
に
現

れ
る
た
び
に
、
胸
が
高
鳴
る
思
い
が

し
た
。
昨
年
は
、
町
の
人
達
と
一
緒
に
な

っ
て
、
江
府
町
の
将
来
の
夢
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
す
る
機
会
を
得
た
。

こ
れ
は
大
変
印
象
的
な
仕
事
で
あ
っ

た
。
と
く
に
、
最
終
の
委
員
会
で
、

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
の
構
想
を
説
明

し
て
い
る
と
き
、
某
女
性
委
員
が
ま

る
で
恋
を
し
て
い
る
少
女
の
よ
う
な

軌
㌫
ま
な
ざ
し
で
、
う
な
ず
く
の
を

見
て
、
益
々
説
明
に
熱
が
入
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
は
、
町
民
一

人
一
人
の
熱
意
、
と
く
に
女
性
の
熱

い
思
い
が
な
け
れ
ば
、
成
功
は
お
ぼ

つ
か
な
い
と
思
っ
た
。

こ
の
計
画
は
、
大
山
山
麓
の
特
色

を
生
か
し
て
、
高
地
、
中
地
、
低
地

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
気

候
風
土
に
応
じ
た
農
林
業
、
観
光
、

工
業
、
商
業
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等

の
活
性
化
を
は
か
り
、
子
供
達
が
夢

を
託
し
て
働
け
る
町
づ
く
り
を
目
ざ

し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
旧

来
の
手
法
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
は
、

地
域
の
活
性
化
は
お
ぼ
つ
か
な
い
の

で
、
新
し
い
手
法
が
必
要
に
な
っ
て

く
ふ
。
そ
れ
は
都
合
の
人
に
足
を
運
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
町
を
つ

く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
五
千
人
の
町

民
の
動
き
だ
け
で
は
、
活
性
化
に
つ

な
が
ら
な
い
。
都
会
の
人
が
一
度
は

行
っ
て
み
た
い
と
い
う
希
望
を
い
だ

か
せ
る
よ
う
な
、
本
格
的
な
レ
ジ
ャ

ー
施
設
、
本
格
的
な
ホ
テ
ル
、
本
格

的
な
観
光
農
業
、
本
格
的
な
観
光
牧

場
、
本
格
的
な
町
並
み
等
に
加
え
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
熱
意
と
本
格
的

な
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
つ
く
り
上
げ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

山
が
美
し
い
、
川
が
き
れ
い
、
空

気
が
お
い
し
い
だ
け
で
は
都
会
人
は

足
を
運
は
な
い
。
こ
の
立
派
な
自
然

環
境
を
生
か
し
た
本
格
的
な
施
設
－

た
と
え
小
さ
く
と
も
－
心
温
ま
る
人

情
味
－
た
と
え
数
は
少
な
く
と
も
－

を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
だ
と
確
信
し

て
い
る
。
こ
の
仕
上
り
具
合
は
、
町

民
一
人
ひ
と
り
の
熱
意
と
協
力
度
に

対
応
し
、
大
人
達
の
生
き
生
き
し
た

姿
を
見
て
、
子
供
達
は
さ
ら
に
大
き

な
夢
を
ふ
く
ら
ま
す
の
で
あ
ろ
う
。

（
検
討
会
委
員
長
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア

チ
ロ
ル
地
方
っ
て
？

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
っ
と
も
標

高
の
高
い
地
域
を
占
め
て
い
る
チ

ロ
ル
地
方
は
、
三
千
㍍
級
の
山
々
、

氷
河
・
万
年
雪
の
世
界
か
ら
ア
ル

プ
ス
の
牧
草
地
、
豊
富
な
森
林
そ

し
て
渓
谷
と
変
化
に
富
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
自
然
と
地
形

は
特
殊
な
方
言
・
服
装
・
家
屋
・

風
俗
・
習
慣
を
生
み
特
有
の
文
化

を
育
て
て
い
っ
た
。
そ
し
て
造
型

芸
術
に
鋭
い
感
覚
を
持
っ
た
チ
ロ

ル
人
は
独
特
の
文
化
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

古
い
伝
統
の
中
に
も
失
わ
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
素
朴
な
精
神
と

文
化
は
、
今
日
の
機
械
文
明
の
世

界
か
ら
見
れ
ば
、
素
晴
し
い
手
づ

く
り
の
里
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
人
間
の
も
っ
と
も
美

し
い
面
と
自
然
の
美
し
さ
が
か
ら

み
あ
い
、
融
け
合
っ
て
で
き
た
の

が
チ
ロ
ル
で
あ
る
。
私
達
が
思
い

描
く
夢
の
よ
う
な
ア
ル
プ
ス
の
村

チ
ロ
ル
は
確
か
に
存
在
す
る
。
し

か
し
そ
こ
に
は
人
間
の
生
活
が
あ

り
、
自
然
と
の
厳
し
い
闘
い
が
あ

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
実
業
之
日
本
社
編
ブ
ル
ー
ガ
イ

ド
海
外
版
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
巷
よ
り
）
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地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
に
む
け
て

艮⊥立
干町府江第212号

A
4
版
五
〇
〇
頁
に
及
ぶ
膨
大

な
報
告
書
の
こ
の
基
本
構
想
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
町
で
は
引
き
続
き
実

施
計
画
・
行
動
計
画
・
財
政
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

特
に
具
体
的
事
業
の
展
開
に
あ
た

っ
て
は
民
間
活
力
の
導
入
を
優
先
し

民
間
主
導
型
を
基
調
に
し
な
か
ら
部

門
に
よ
っ
て
は
公
共
資
本
も
加
え
た

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
も
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

又
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
む
け
て
昭

和
六
十
二
年
度
に
人
材
養
成
事
業
昭

和
六
十
三
年
度
に
融
資
事
業
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

◆
人
材
養
成
事
業

長
期
研
修
　
二
　
ケ
月
以
上
）

農
産
部
門
　
高
冷
地
野
菜
牛
産
地

畜
産
部
門
　
大
規
模
畜
産
と
観
光

放
牧

林
業
部
門
　
木
工
加
工

◆
短
期
研
修
　
二
ハ
～
十
日
間
）

農
業
部
門
　
市
場
研
修
　
野
菜
産
地

作
リ
　
ハ
ウ
ス
経
営

連
作
障
害
対
策

林
産
部
門
　
わ
さ
び
栽
培
　
椎
茸
栽

培

畜
産
部
門
　
和
牛
肥
育
　
放
牧
経
営

と
観
光

花
木
部
門

高
山
植
物
栽
培
　
花
木

園
芸

山
菜
加
工
部
門
　
わ
さ
び
山
芋
う
ど

の
加
工
と
販
売

木
工
加
工
部
門
　
キ
ッ
ト
商
品
の
開

発
　
土
産
品
の
開
発

観
光
部
門
　
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
P
R

方
法
　
イ
メ
ー
ジ
創
り

と
条
件
整
備

渓
流
魚
部
門
　
や
ま
め
の
養
殖
つ
り

堀
経
営

◆
融
資
事
業

産
業
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
新
し
い

部
門
の
産
業
が
立
ち
あ
が
る
際
有
利

な
条
件
で
融
資
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
資
金
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

チ
ロ
ル
の
里

構
想
を
思
う

江
府
町
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
長
　
浜
本
　
伸
介

現
在
、
江
府
町
に
お
い
て
電
源
地

域
産
業
育
成
支
援
事
業
に
よ
る
　
「
奥

大
山
チ
ロ
ル
の
乳
づ
く
り
」
構
想
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
元
産
業
の
育
成
、
観
光
産
業
の

将
来
的
計
画
を
含
め
た
大
規
模
な
事

業
で
あ
り
、
こ
の
江
府
町
の
自
然
を

牛
か
し
町
を
住
み
良
い
環
境
に
す
る

事
業
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
は
、
俣
野
川
発
電

所
、
中
国
横
断
自
動
車
道
、
現
在
計

画
中
の
下
蚊
尾
ダ
ム
等
自
然
景
観
を

阻
害
す
る
人
上
的
構
造
物
、
山
の
峰

峰
に
そ
そ
り
立
つ
鉄
塔
等
が
自
然
の

中
で
我
々
の
視
野
に
は
入
っ
て
き
ま

す
。こ
の
様
な
状
況
の
中
で
自
然
を
牛

か
す
「
チ
ロ
ル
の
里
」
構
想
は
今
後

の
課
題
で
あ
り
、
景
観
評
価
を
用
い

た
計
画
が
必
要
で
有
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。今ま
で
の
段
階
で
は
行
政
・
王
導
で

行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
今
後
は
、

官
民
‥
体
と
な
っ
て
事
業
を
実
施
し

て
行
く
計
画
の
様
で
す
。

我
々
が
我
々
の
町
江
府
町
を
兄
度

し
、
考
え
、
行
動
す
る
の
は
今
だ
と

思
考
し
て
い
ま
す
。

「
行
政
が
勝
手
に
進
め
て
い
る
事

業
だ
か
ら
…
」
「
事
業
の
内
谷
が
良
く

分
か
ら
な
い
山
な
ど
思
わ
れ
て
い
る

人
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
八
㌧

こ
の
様
な
こ
と
を
二
一
日
っ
て
い
る
畔
で

は
有
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
行
政
は
町
づ
く
り
の
プ
ロ

で
あ
り
、
我
々
に
は
な
か
な
か
川
来

な
い
面
も
有
り
ま
す
。
し
か
し
我
々

は
夢
と
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
行

政
が
ハ
ー
ド
な
ら
我
々
は
ソ
フ
ト
で

す
。
す
ぐ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
け
れ
ば
如
き
ま

せ
ん
。行
政
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
我
々

町
民
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
考
え
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
は
我
々
に
か

か
っ
て
い
る
と
・
二
＝
っ
て
も
過
言
で
は

有
り
ま
せ
ん
。

自
分
達
が
考
え
、
行
政
と
手
を
取

り
合
い
官
民
…
体
と
な
っ
て
事
業
を

実
施
し
て
行
く
、
こ
れ
が
　
「
チ
ロ
ル

の
里
」
構
想
の
基
本
だ
と
考
え
ま
す
。

私
達
若
者
も
「
江
府
町
ヤ
ン
グ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
　
を
半
年
前
に
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
町
づ
く
り
を
考
え
、

私
達
も
楽
し
く
、
そ
し
て
何
か
行
動

し
よ
う
、
と
言
う
会
で
す
。

町
民
の
皆
様
も
是
非
こ
の
　
「
チ
ロ

ル
の
里
」
構
想
を
機
と
し
、
町
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
希

望
し
て
お
り
ま
す
。
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＝人材養成で先進地へ派遣＝
しています。

今回は和牛の月巴青について9月9日から

10月10日までの一ケ月間三重県の畜産農家

に住み込んで研修された中田泰も（御机）

のレポートを紹介します。

先
進
地
に
お
け
る

現
地
農
業
研
修
を
終
え
て

中

　

田

電源地域産業育成支援事業の人材養成事

業による先進地派遣は現在まで9部門に長

期6名、短期目名をおくり出してきました。

この人材養成は来春3月まで実施します

が、引続き意欲ある皆さんの参加をお待ち

江
府
町
で
は
、
昭
和
六
十
一
年

度
に
電
源
地
域
産
業
育
成
支
援
事

業
で
町
の
産
業
振
興
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
・
観
光

の
育
成
と
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
各
産
業
が
そ
れ
ぞ
れ

地
域
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
、
技
術
者

を
養
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
既

に
先
進
地
の
研
修
に
た
く
さ
ん
の

人
が
で
か
け
て
い
ま
す
。

私
の
研
修
先
は
、
三
重
県
阿
山

郡
阿
山
町
岩
田
隆
嘉
さ
ん
宅
で
す
。

こ
の
阿
山
町
は
伊
賀
盆
地
の
北

部
に
位
置
し
、
北
は
滋
賀
県
、
西

は
京
都
・
奈
良
の
県
境
で
山
に
囲

ま
れ
た
農
村
で
す
。
こ
の
地
域
は

基
幹
産
業
と
し
て
古
く
か
ら
和
牛

が
農
家
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
ま

た
江
府
町
も
和
牛
の
振
興
に
つ
い

て
は
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
年

々
助
成
を
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
私
の
農
業
研
修
は
こ
の

和
牛
の
繁
殖
の
み
の
経
営
方
式
よ

り
肥
育
を
取
り
入
れ
た
一
貫
方
式

を
研
修
す
る
も
の
で
し
た
。

研
修
農
家
の
岩
田
隆
幕
さ
ん
は

全
国
農
村
青
年
教
育
振
興
会
の
主

幹
に
よ
る
先
進
地
農
家
留
学
生

の
受
入
農
家
と
し
て
登
録
さ
れ
た

肉
用
部
門
の
農
家
で
す
。
経
営
規

模
は
水
稲
一
八
〇
ア
ー
ル
、
草
地

七
〇
ア
ー
ル
、
和
牛
（
肥
育
）
八

〇
頭
で
す
。

特
に
和
牛
は
、
若
牝
牛
の
高
級

肉
生
産
で
、
一
産
取
り
肥
育
を
一

部
導
入
し
、
自
給
飼
料
生
産
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
合
理
的
を
畜

産
経
営
農
家
で
、
家
族
は
、
ご
主

人
、
奥
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
長

男
（
学
生
）
の
四
人
で
す
。

朝
五
時
三
十
分
に
起
床
し
、
八

時
三
十
分
ご
ろ
ま
で
と
、
午
後
四

時
か
ら
六
時
ま
で
給
飼
作
業
、
そ

の
間
の
作
業
は
、
朝
夕
の
飼
料
調

整
、
牛
の
糞
尿
の
処
理
、
牛
舎
敷

革
入
れ
、
薬
剤
撒
布
を
ど
の
牛
八

十
頭
の
管
理
作
業
が
毎
日
の
仕
事

で
す
。
家
族
と
一
緒
に
な
っ
て
肥

育
作
業
を
行
い
を
が
ら
研
修
を
受

け
ま
し
た
。

仕
事
の
合
い
間
に
は
食
肉
セ
ン

タ
ー
、
肥
育
牛
品
評
会
出
品
、
枝

肉
品
評
会
な
ど
も
見
学
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

岩
田
さ
ん
も
畜
産
経
営
の
合

理
化
を
図
る
た
め
、
素
牛
か
ら
一

産
の
仔
取
り
後
、
肥
育
し
、
生
産
さ

れ
た
牝
仔
牛
も
同
様
を
方
式
に
よ

っ
て
一
貫
体
系
を
計
画
し
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
古
く
か
ら
肥
育
体

系
の
み
の
技
術
で
今
日
ま
で
受
け

継
が
れ
た
慣
習
が
繁
殖
技
術
に
対

応
で
き
な
い
た
め
、
事
故
牛
の
発

生
（
濃
厚
飼
料
給
餌
）
が
多
く
完

全
に
定
着
で
き
て
い
な
い
と
の
こ

と
。研
修
を
終
え
て
、
江
府
町
で
は

繁
殖
技
術
を
高
度
に
活
用
し
、
肥

育
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
繁
殖
用
に

供
し
を
い
牛
に
付
価
価
値
を
高
め

て
地
元
で
生
産
さ
れ
た
肉
を
地
元

の
人
々
に
販
売
、
ま
た
は
市
場
に

出
荷
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
と
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
地
な
ど
で

の
本
物
志
向
（
焼
肉
を
ど
）
に
対

応
し
て
、
地
元
因
伯
牛
の
名
声
を

保
っ
て
い
く
こ
と
が
畜
産
江
府
町

▲肥育牛品評会

の
振
興
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

一
方
米
の
生
産
調
整
に
よ
る
水

田
の
減
反
面
積
を
充
分
に
活
用
し
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
ら
を
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

も
土
地
基
盤
整
備
を
早
急
に
他
の

町
村
の
よ
う
に
促
進
し
、
農
業
機

械
の
効
率
化
と
農
業
施
設
等
を
軸

に
青
年
を
中
心
と
し
た
受
託
グ
ル

ー
プ
の
組
織
育
成
を
強
化
し
て
行

か
な
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
研
修
に
参
加
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
み
て
他
の
地
域
の
農

業
に
取
り
組
む
意
欲
に
感
銘
し
ま

し
た
。
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昭和‘2年度上半期

財政状況報告

江　　府　　町　　報－昭和62年12月5日発行－（1分

積立基金 町税の調定と収入

昭和62年4月1日から昭和62年9月30日

までにみなさんが納められた税金や国から

いただいた地方交付税などがどのくらい入

り使われたかを園表に表わしました。

公債費及び一時借入金現在高（普通合計1
（単位千円）

区　 分 種　 目 数　 量

行 政 財 産 土　 地 9 4 －17 4 n†

◆ 建　 物 1 1 ．89 1 nf

公 共 財 産 土　 地 1 ，18 3 ，56 6 m†

〃 建　 物 1 9 ．1 12 1J

普 通 財 産 土　 地 3 ．9 1 1 ，5 14 ㌦

ケ そ の 他 5 ．36 2 千 円

基　 金　 名 現 在 高

財　 調　 基　 金 16 6 ，20 2

公 有 林 野 基 金 14 7 ，20 3

土 地 開 発 基 金 10 ，00 0

運動 公園運 営基 金 5 0 ．00 0

集 落 経 営 基 金 47 1．74 8

肉用牛導入槻 金 7 ．79 0

合　　 計 85 2 ．94 3

一般会計財政状況

㊧

税　 目 調定額 収入額 徴収率

町　 民　 税 90 ．464 47 ．049 52 ．0

固定資産税 1．094 ，033 555 ，949 50 ．8

軽自動車税 6 ．484 6 ．390 98 ．6

たばこ柵 9 ，133 9 ．133 100 ．0

電　 気　 税 5 ．459 5 ．459 100 ．0

木材取引税
－ － －

特別保有税 360 360 100 ．0

合　 計 1，205．933 624 ．340 51．8

区　 分 金　額 区　 分 金　 額

一般 公 共 6．閑0 過 疎 対 策 1，227，867

一 般 単 独 55，135 地 域 改 善 1糾．鴨7

公営住宅建設 70，740 臨時財政特例 5，600

義 務 教 育 61．384 調　　　 整 10．00 0

辺 地 対 策 14．320 財 源 対 策 52，909

公 共　用 地 県 貸 付 金 35，930

災 害 復 旧 22，595 そ　の　 他 450．177

一 般 廃 棄 22，032

厚 生 福 祉 266．駕8

転　 貸　 貨 34．025 合　　　 計 2．520．郎9

一時借入金
－
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台風19号

江　　府　　町　　報　　　昭和62年12月5日発行－第212号

被害総額1億7，300万円

10月16日から17日にかけて、四国・近畿を縦断し

た台風19号は、鳥取県内にも300ミリから400ミリの

大雨を降らせ、特に県中部ではがけ崩れ、家屋崩壊

などで死者も出るほどの大災害となりました。

江府町でも、公共土木関係では江尾久連大谷線、

江尾杉谷実用線、江尾貝田三の沢線をどの道路崩

壊、小江尾川、実用谷川、久邦谷川などの護岸決壊、

農林土木関係では、乗尾農道、五明井手頭首工、農

地畦畔崩壊などあわせて87件で、被害総額約1億

7，300万円と今までにない大きを被害を受けました。

被害をうけた公共土木施設災害、農地・農業施設

災害をど30万円をこえるものについて国の査定を受

け、公共土木施設災害13件、農地・農業用施設災害

12件、総額63，103，000円が認定され、町ではこれら

の復旧費を予算に計上し早期復旧を図ることにして

います。

ト
町
道
江
尾
久
連
大
谷
線
法
面
崩
壊

ト
江
尾
地
内
の
畦
畔
崩
壌

＝下蚊屋分校新築＝

下
蚊
屋
分
校
は
、
校
舎
の
老
朽

化
が
め
だ
ち
今
年
新
校
舎
に
改
築

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
八
月
か
ら

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
く
で
き
る
校
舎
は
、
鉄
骨

二
階
建
て
で
一
階
に
は
音
楽
室
、

図
書
室
、
職
員
室
、
体
育
館
、
二

階
に
は
普
通
教
室
が
二
教
室
と
教

材
室
が
あ
り
、
総
面
積
四
一
〇
平

方
㍍
の
近
代
的
を
建
物
で
す
。

完
成
は
十
二
月
中
、
工
事
費
は
、

七
、
一
〇
〇
万
円
で
す
。

開
校
は
三
学
期
か
ら
で
す
が
、

子
供
た
ち
は
新
校
舎
の
完
成
を
毎

日
ま
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

●こんな工事が進んでいます●

＝町道助沢線道路

消雪道路に＝

助
沢
地
区
の
集
落
を
は
し
る
町

道
助
沢
線
は
急
傾
斜
で
幅
員
も
狭

く
車
の
通
行
が
不
便
で
す
。

特
に
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の

冬
期
間
は
道
路
が
凍
結
し
て
危
険

で
す
が
、
こ
の
道
路
の
一
部
を
消

雪
道
路
と
す
る
た
め
、
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

延
長
二
二
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、

工
事
費
は
一
、
三
八
〇
万
円
、
完

成
は
十
二
月
中
で
す
。
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第212号

世
界
の
名
画
が
一
同
に
展
示
さ

れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ブ
ル

美
術
館
。
こ
の
ル
ー
ブ
ル
の
名
画

が
十
一
月
一
日
か
ら
五
日
間
、
町

文
化
祭
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

高
度
を
技
術
を
駆
使
し
て
実
物

と
全
く
同
じ
大
き
さ
、
形
に
複
製

さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
展
示
さ
れ

た
絵
画
は
、
印
象
派
画
家
の
ク
ロ

ー
ド
・
モ
ネ
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ

ネ
の
作
品
「
印
象
・
日
の
出
」
「
笛

を
吹
く
少
年
」
を
ど
十
点
で
す
。

文
化
祭
に
は
、
複
製
画
と
は
い

え
を
か
な
か
触
れ
る
こ
と
の
を
い

名
画
を
鑑
賞
で
き
る
と
あ
っ
て
約

三
百
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
引
き
続
き
第
二
回
、
第
三

回
の
展
示
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

わ
だ
い

〃
＝
≠
〃
‖
≠
〃
〃
u
≠

町
文
化
祭
ル
ー
ブ
ル
の
名
画
を
鑑
賞

まだまだ元気

高齢者スポーツ大会

▲和気あいあいとジャンケンで（関所やぶり）

十
一
月
五
日
、
健
康
の
増
進
を

図
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
交
流

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
町
民
体

育
館
で
、
第
九
回
の
町
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
と
い
っ
て
も
、
家
庭
で

は
一
人
前
の
仕
事
を
受
け
も
っ
て

い
る
ま
だ
ま
だ
元
気
を
人
達
ば
か

り
で
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
か
ら
四
二
〇

人
参
加
し
て
、
ラ
ケ
ッ
ト
レ
ー
ス
、

玉
入
れ
競
争
、
鯛
釣
り
競
争
、
関

所
や
ぶ
り
を
ど
に
ぎ
や
か
に
プ
レ

ー
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昭和62年12月5日発行－（14）

J二二l． ○真田良一さん

勲五等瑞宝章

昭和62年秋の叙勲で、消防関係功労者

として、小江尾の真田良一さん（70歳）

が勲五等瑞宝章を受けられました。

真田さんは、昭和9年に江尾村の消防

組消防手に拝命されて以来、消防業務に

従事、その間には、副団長、団長も歴任

され、56年に退職されるまで47年の永き

にわたって消防使命達成に尽力された功

績が認められたものです。

影山一亮さん
加藤信夫さん

県知事表彰受章

第26回鳥取県農林水産祭で農林水産業

功労者として影山一亮さん（洲河崎）と

優秀生産農林水産業者として加藤信夫さ

ん（杉谷）が県知事表彰を受けられました。

影山さんは、昭和

31年に農協理事とし

て就任以来、常務理

事、専務理事、組合

長を歴任。この間に

は、特産品振興とし

影山さん　　　て夏大根の産地育成

に大きく貢献されました。また、県中央

会監事、県共済農協連合会理事、県共済
農協連合会理事の要職にもつかれ、現在

も江府町農協理事として引き続き農業振

興に貢献されています。

加藤さん

に努められました。

加藤さんは、山林

を計画的に拡大造林

され、林業経営改善
に努められ、人工林

率も91％と高く、下刈
除伐、枝打ち等を徹

底、優良林分の育成

また、昭和52年以来、

森林組合理事、農協理事等を勤められ、

地域の発展に尽力されています。
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昭和62年12月5日発行－第212号

▲文化祭で5日間にわたって展示

報
　
吹
雪
の
中
で

町
　
　
　
消
防
団
連
合
演
習

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

府
　
十
二
月
一
日
江
尾
の
町
内
で
、
本

町
消
防
団
、
江
府
消
防
署
、
江
尾

江

自
治
会
の
合
同
に
よ
る
消
火
連
合

演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
習
は
、
密
集
地
で
の
火

災
を
想
定
し
、
広
域
消
防
と
町
消

防
団
の
連
携
・
地
域
住
民
の
初
期

消
火
・
防
火
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
て
、
江
府
消
防
署
、
溝
口
、

生
山
各
出
張
所
か
ら
四
台
、
本
町

消
防
団
か
ら
二
台
の
消
防
車
が
結

集
し
た
大
規
模
を
訓
練
で
す
。

こ
の
日
は
初
雪
も
降
り
、
寒
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
火
元
と

な
っ
た
新
町
二
丁
目
を
は
じ
め
、

江
尾
自
衛
消
防
隊
、
江
尾
水
道
組

か
ら
約
三
十
名
が
参
加
し
、
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
、
消
火
栓
消
火
の
訓
練

を
行
い
、
日
ご
ろ
の
備
え
、
初
期

消
火
の
大
切
さ
を
改
め
て
再
確
認

し
ま
し
た
。

厳
か
に
慰
霊
祭

遺
族
ら
二
三
〇
名
が
参
列

恒
例
の
町
慰
霊
祭
が
、
十
一
月

十
日
、
午
前
十
時
か
ら
土
井
之
内

会
館
で
、
町
内
寺
院
を
は
じ
め
関

係
六
か
寺
の
奉
仕
を
得
て
、
仏
式

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
遺
族
・
来
賓
ら
二
三

○
名
が
参
列
し
、
尊
い
犠
牲
者
の

め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
終
了
後
は
、
約
二
時

間
に
わ
た
っ
て
歌
や
無
踊
、
演
芸

な
ど
で
、
遺
族
の
慰
安
を
行
い
ま

し
た
。

▲犠牲者のめい福を祈り焼香

とっとり630

NHK・江府ふれあい広場
イベントに3000人が参加

NHKとっとりよなご・江府ふれあい広場が11月

29日、江府町山村開発センターで開かれました。

このふれあい広場は、NHKの公開事業の一環と

してNHKと江府町が共催で開いたもので「にこぶ

んショー」、「こどもアナウンス教室」、「こども

630」、「衛星放送の受信公開」、「ビデオ講座」を

どのイベントが行われました。

なかでも　ミおかあさんと一緒亡　でおなじみのびっ

ころ、じゃじゃまる、ぽろりの登場するにこぷんショー

の人気は最高で、子供たちは、ぬいぐるみにさわっ

たり、握手をしたり大よろこびでした。

子供から大人までが楽しめるイベントにこの日は

町内外から約3千人が参加しました。
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凋
　
昌
ノ
国
民
年
金
を
請
求
し
て
い
な
い

昭和62年12月5日発行

蒜／㌦
国

人
は
早
め
に
請
求
し
ま
し
ょ
う

報丁田府江

国
民
年
金
で
は
、
三
つ
の
基
礎

年
金
が
給
付
の
柱
と
在
っ
て
い
ま

す
。一
つ
は
、
老
後
の
生
晴
の
支
え

と
在
る
老
齢
基
礎
年
金
、
こ
れ
は
、

六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が

繰
上
げ
、
繰
下
げ
て
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

二
つ
め
は
、
国
民
年
金
加
入
中

に
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
り

二
十
歳
に
在
っ
て
支
給
さ
れ
る
障

害
基
礎
年
金
。

最
後
は
、
国
民
年
金
加
入
中
に

死
亡
し
た
と
き
、
遺
族
の
方
に
支

給
さ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
で
す
。

支
給
さ
れ
る
状
態
に
な
っ
て
も

本
人
が
役
場
に
請
求
し
な
い
と
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

も
し
、
請
求
し
な
い
で
五
年
が

経
過
す
る
と
、
受
給
で
き
る
権
利

そ
の
も
の
が
時
効
消
滅
と
在
り
、

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
を
く

在
り
ま
す
。
年
金
の
受
給
に
つ
い

て
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
国
民
年

金
係
に
お
尋
ね
下
さ
い

第212号

◇
年
金
受
給
額
が

三
億
九
千
五
百
万
円

昭
和
六
十
一
年
度
中
に
本
町
の

受
給
者
に
支
払
わ
れ
た
国
民
年
金

の
額
は
、
拠
出
年
金
二
億
八
千
百

六
十
万
円
、
基
礎
年
金
五
千
五
百

三
十
万
円
、
老
齢
福
祉
年
金
五
千

八
百
十
万
円
の
総
額
三
億
九
千
五

百
万
円
で
し
た
。

下
表
は
、
右
の
年
金
を
内
訳
別

に
し
た
も
の
で
す
が
拠
出
年
金
の

受
給
者
八
百
四
十
二
人
、
基
礎
年

金
受
給
者
九
十
四
人
、
ま
た
、
老
齢

福
祉
年
金
の
受
給
者
は
百
七
十
八

人
と
受
給
者
総
数
は
千
百
十
四
人

に
登
り
現
在
国
民
年
金
被
保
険
者

数
千
百
八
九
人
に
対
し
て
、
年
々

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

金

1」ru■1JF」■」r■nJr■FJrJFJFJFuF■FJr■FJ■ヽ■へ■「」rJrJr■「■「」r■ur■「Jr」F・■■、」■、■rJr－▲r」■」「JrJrlJr■～■り■urJW■ト」r■へ■＼■F■「」rJr■n■「」r■「JrJ■■r」り■Jh■■「」r・Jr」■

交
通
事
故
の
ご
相
談

無
料
で
応
じ
ま
す

午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
四

十
分
ま
で

土
曜
日
は
正
午
ま
で
（
第
二
・

第
三
土
曜
日
は
休
み
ま
す
）

◎
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
在
っ

て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
弁
護
士
相
談
員
…
毎
週
水
曜
日

午
後
一
時
か
ら
四
時

◎
電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。

℡
〇
八
五
七
－
三
四
－
四
二
三
三

直
通
は
〇
八
五
七
－

二
三
－
五
一
六
一

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協

会
鳥
取
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー

鳥
取
市
今
町
一
－
一
〇
三

住
友
生
命
鳥
取
ビ
ル
3
階

鳥
取
調
査
事
務
所
内

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

愛
の
献
血
に
五
十
五
名

十
一
月
十
七
日
の
日
本
赤
十
字

社
の
献
血
に
、
次
の
み
を
さ
ん
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
印
は
献
血
功
労
章
受
章
者
の
方

で
す
。

－
敬
称
略
－

○
中
国
電
力
㈱
俣
野
川
発
電
所

㊧

建
設
所
前

前
田
良
一
、
鈴
木
周
一
、
酒
井

洋
、
下
坂
美
鈴
、
日
野
美
弘

○
レ
ス
ト
ラ
ン
ワ
ン
エ
イ
ト
前

生
田
人
美
、
下
垣
邦
弘
、
川
上

和
人
、
加
藤
華
人
、
上
口
一
郎
、

末
次
清
士
、
平
川
陽
之
、
大
森
ひ

ろ
子
、
藤
井
勝
美
、
大
名
和
安
一

Soumu
四角形
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人の動き

ナl届月01

一
あ
絹
持
し
た
一

柿
　
原
　
奥
田
富
美
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ロ
お
誕
生
お
め
で
と
う

池
の
内
　
加
藤
　
望
　
要
　
三
男

□
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

町　　報

宇
田
川
克
美

森
　
祐
三
子

用量三、）

府
　
奥
田
　
功
司

江

権
代
　
佳
子

小
田
　
明
彦

久
保
河
千
秋

谷
口
　
別
行

家
中
　
文
子

藤
本
　
博
美

名
越
　
美
香

））））
小
江
尾

広
島
県
双
三
郡
か
ら

米
子
市

江
尾
か
ら

柿
原
溝
口
町
か
ら

俣
野
米
子
市
か
ら

久
連
島
根
県
隠
岐
郡
か
ら

江
尾
日
南
町
か
ら

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

貝
田
藤
原
亀
松
8
9
歳
富
秋
宅

大
河
原
井
上
森
雄
7

6
歳
純
子
宅

新
道
木
山
義
雄
8
0
歳
て
る
こ
宅

吉
原
新
見
富
貴
枝
7
5
歳
俊
明
宅

御
机
同
和
仁
2
6
歳
虜
幸
宅

十
月
中
寄
託
分

■
香
典
返
し
と
し
て

貝
　
田
　
藤
原
　
菖
秋
殿

（
父
亀
松
様
ご
逝
去
）

新
　
道
　
木
山
て
る
子
殿

（
夫
義
夫
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

武
　
庫
　
日
野
尾
左
保
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
ノ
詰
　
加
藤
　
修
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
山
崎
　
　
操
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
山
崎
を
み
江
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
・
田
　
岡
田
萬
亀
江
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
大
岩
　
良
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
四
　
徳
岡
　
里
佳
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

杉
　
谷
　
末
次
　
雪
江
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
川
上
　
卓
雄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
九
月
末
累
計
額

三
、
八
五
七
、
六
一
五
円

2
、
十
月
中
寄
附
額

一
九
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
二
五
、
〇
〇
〇
円

退
院
内
祝
一
六
五
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額
を
し

4
、
十
月
末
累
計
額

四
、
〇
四
七
、
六
一
五
円

大
野
木
昭
夫
、
西
帯
野
勉
、
福
本

茂
、
山
野
拓
史
、
佐
藤
淳
一
、
園

井
正
浩
、
清
水
賢

○
江
尾
貨
物
自
動
車
㈲
前

白
石
和
男
、
梅
林
史
朗
、
中
田

健
治
、
徳
岡
健
、
川
上
健
二
、
亀

田
武
志

○
江
府
町
農
協
本
所
前

中
村
美
佐
雄
、
藤
原
信
雄
、
林

二
郎
、
砂
口
正
文
、
川
上
千
鶴
、

加
藤
美
和
、
大
岩
徹
、
西
村
弘
樹

新
見
智
香
子
、
梶
原
久
美
子
、
河

上
収

○
江
府
町
役
場

☆
南
波
千
明
、
☆
塚
原
守
、
後

栄
子
、
原
田
瑞
夫
、
井
上
あ
け
み

森
田
哲
也
、
松
原
俊
二
、
小
林
健

治
、
☆
福
羅
恵
美
子
、
千
藤
正
、

岡
田
雄
成
、
中
川
久
美
子
、
山
内

邦
男
、
清
水
孝
司
、
河
上
英
明
、

宮
本
正
啓
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寧撃≦

11月　届　け

絹
真
掴
む

報町府江

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

佐
　
川
己
越
　
　
昇
哲
也
長
男

佐
　
川
桧
原
　
良
平
孝
史
長
男

小
江
尾
土
居
　
洋
三
一
幸
二
男

本
一
清
水
健
二
郎
正
史
長
男

洲
河
崎
影
山
　
拓
郎
久
志
二
男

新
　
道
大
塚
奈
々
恵
哲
也
長
女

荒
　
田
林
　
　
隆
一
二
郎
長
男

本
一
松
崎
　
博
美
孝
志
長
女

［
コ
」
結
婚
を
祝
し
ま
す

浜
田
　
孝
明

東
芝
ち
ゑ
の

玉
　
彰
一
郎

山
形
　
祐
子

高
橋
　
和
志

田
中
　
三
佳

長
尾
　
　
膵

小
椋
さ
ゆ
み

宇
田
川
雅
士

原
　
よ
し
子

）））））

吉
原
岡
山
県
真
庭
郡
か
ら

小
江
尾

和
歌
山
県
海
草
郡
か
ら

奈
良
県
吉
野
郡

江
尾
か
ら

日
南
町

江
尾
か
ら

日
野
町

御
机
か
ら

武
庫
島
根
県
出
雲
市
か
ら

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

新
一
渡
遽
し
ま
こ
糾
歳
和
夫
宅

第212号

柴
田
　
　
勝

宮
本
　
祐
子

杉
原
　
達
也

高
橋
　
洋
子

竹
中
　
克
己

加
藤
　
祥
子

加
藤
　
和
哉

尾
木
こ
ず
ゑ

景
山
誉
志
書

坂
本
ま
．
り
子

梅
田
　
　
仁

加
藤
み
は
る

中
村
　
哲
夫

景
山
由
紀
美

日
南
町

下
安
井
か
ら

久
連
千
葉
県
市
原
市
か
ら

大
阪
府
八
尾
市

俣
野
か
ら

佐
川
島
根
県
安
来
市
か
ら

境
港
市

佐
川
か
ら

下
蚊
屋

柿
原
か
ら

日
南
町
か
ら

宮
市

十
一
月
中
寄
託
分

■
香
典
返
し
と
し
て

吉
　
原
　
新
見
　
俊
明
殿

（
母
富
貴
枝
様
ご
逝
去
）

御
　
机
　
岡
　
　
広
幸
殿

（
長
男
和
仁
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

本
一
八
加
部
ふ
さ
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
仲
田
　
政
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
藤
田
　
善
清
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
三
好
　
恭
祐
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
生
田
　
正
治
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
長
尾
　
克
人
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
小
林
　
厚
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
真
田
　
良
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
下
村
　
圭
二
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
梅
田
　
由
恵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
森
田
　
汎
江
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
小
川
　
　
米
殿

（
ご
木
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
佐
々
木
泰
三
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
各
務
　
亀
市
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
用
　
下
垣
き
ん
ゐ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

□
特
別
寄
附

江
府
町
農
協
青
年
部
殿

（
バ
ザ
ー
収
益
金
）

以
上

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
十
月
末
累
計

四
、
〇
四
七
、
六
一
五
円

2
、
十
一
月
中
寄
附
額

二
四
七
、

内
　
訳

香
典
返
し
　
三
五
、

退
院
内
祝
二
〇
五
、

収
益
金
　
　
七
、

3
、
頭
金
利
息

六
六
〇
円

〇
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

六
六
〇
円

二
、
二
二
四
円

4
、
支
出
額

を
し

5
、
十
一
月
末
累
計
額

四
、
二
九
七
、
四
九
九
円

除夜の鑓

（
、
国
隠
隠
腋
引
当

L

∵

二

．

Lm
⑳

★
1
斤
6
枚
切
り
の
食
パ
ン
を
1
枚
食
べ

る
と
Oj
g
、
2
枚
食
べ
る
と
1
・

6
9
の
食
塩

量
に
を
り
ま
す
。
L
6
9
と
い
え
ば
、
ほ
と

ん
ど
梅
干
し
1
個
に
相
当
す
る
食
塩
量
で

す
。
こ
れ
は
小
麦
粉
に
水
を
加
え
て
こ
ね

る
と
き
、
食
塩
を
加
え
る
と
小
麦
粉
の
た

ん
ば
く
質
が
よ
り
き
め
細
か
く
な
り
弾
力

性
の
あ
る
パ
ン
が
で
き
る
た
め
で
す
。

★
こ
の
よ
う
に
、
塩
辛
い
と
感
じ
を
い
で
、

つ
い
う
っ
か
り
食
塩
を
と
っ
て
し
ま
う
食

品
が
あ
り
ま
す
。
か
ま
ぼ
こ
、
ち
く
わ
、

チ
ー
ズ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

を
ど
で
す
。
と
り
す
ぎ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

≡
悪
㌢
）

★
ハ
ム
サ
ン
ド
・
ハ
ン
バ
ー
グ
・
ギ
ョ
ー

ザ
・
ト
ー
ス
ト
・
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
の
頭

文
字
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
同
じ
よ
う

な
も
の
と
し
て
「
オ
カ
ア
サ
ン
ハ
、
ヤ
ス

メ
」
が
あ
り
ま
す
。
オ
ム
レ
ツ
・
カ
（
7
）

レ
ー
ラ
イ
ス
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
ハ
ン
バ

ー
グ
・
ヤ
キ
ソ
バ
・
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
・
メ

ダ
マ
ヤ
キ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
子
ど
も
の
好
物
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
が
、
”
軽
食
〟
　
へ
の
依
存
や
手
作

り
料
理
を
あ
ま
り
作
ら
な
く
な
っ
た
、
現

代
の
母
親
へ
の
皮
肉
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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